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平成２４年１０月２２日 
湖風会「工学部学友会」 

記録：藤浪市郎 

平成２４年１０月（第６回）理事会の記録 
 地軸が 23.4 度傾いて太陽の周りを公転している地球の、北緯 30～45 度に位置する日本には四季が生

じる。今年はこの公転の動きに、狂いが生じたのではと思わせるような暑さが続いていたが、台風が一

気に秋の空気に入れ替えてくれた。やはり自然の摂理に変りは無い。 
 「工学部学友会」も発足してやがて１年が経過しようとし、その活動も徐々に軌道に乗ってきた感が

ある。今後も一歩一歩地道に活動を継続・発展させていきたいものである。 

（１）日 時 ：平成２４年１０月２１日（日）１０：００～１４：３０ 
 （２）場 所 ：パナソニックリゾート大阪 第４会議室  
 （３）出席者 ：立入会長、国領・林(正)副会長、安田特別理事、藤田・内片・山添・松下・長谷 

若林・平野・藤浪各理事、谷川 忠氏（理事就任候補者） 
 （４）議事内容 （議長；立入会長） 
    配布資料： 湖風会「工学部学友会」理事交代（案） 
          湖風会「工学部学友会」会則 改正案 
          湖風会「工学部学友会」入会届（案） 
          湖風会「工学部学友会」学科学年幹事名簿 【短大Ｃ】 
          森精機器株式会社（高知）会社訪問 会計報告（参加者のみ） 

  １、立入会長の挨拶（要旨） 
皆さんおはようございます。ただ今から第 6 回の理事会を開催致します。 
お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。今年は猛暑でしてあっという間に秋が 
短くなるのではないかと思っていましたが、ここのところ朝晩が寒くなって来ましたが、日 
中は気温が高い状態ですので、皆様体には気をつけられて、まだまだ年末まで色んな行事が 
続きますが、宜しくお願いします。 
それでは議題に則って進めさせていただきますので、宜しくご意見・ご討議の程お願いした 
いと思います。 

＜討議事項＞ 

２、理事の交代について（配布資料参照） 
  昨年の 11 月の設立総会時に就任していただいた役員（理事）の内、一部の理事の方が種々の 

都合で、活動が困難な状況にあった。今回化学科卒の理事のご尽力で新たに理事職をお引き受 
けしていただける方を人選していただいた。 
理事会で審議し、下記の方々の就退任が承認されました。 
・2012,10,21 付けで理事に就任された方 
 谷川  忠さん（S38 年 化学科卒） 
 小谷口 昌久さん（S45 年 化学科卒） 
・2012,10,21 付けで理事を退任された方 
 村口 明義さん（S37 年 化学科卒） 
 奥  一郎さん（S38 年 化学科卒） 
 林  順治さん（S47 年 化学科卒） 
尚、退任されるお三方には、学科・学年幹事としては残っていただく。 
この変更に伴い、新たに就任された方の連絡方法(e-mail 等)を確認し、連絡網を改訂する。（連 
絡網 C.doc P-7 参照） 
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３、「工学部学友会」会則の一部改訂について 
  改訂の趣旨は、現在の会則は、同窓生のみでなく短大・県大の教職員の方も会員としているが、 

教職員の方の入会手続きが明確でなく、具体的にどうしたら良いのかとの質問もあったので、 
今回改定案を上程し、審議した。結果理事会で下記のように改訂することが承認されました。 

第２章 会員 （四改） 
会員 第 4 条 本会は、次の会員で組織する 

（1） 県立大学工学部の同窓生と在学生及び教職員 
（2） 元滋賀県立短期大学（以下元県立短大と言う）機械・紡織科の同窓

生及び教職員 
（3） 元県立短大工業化学・染色科の同窓生及び教職員 
（4） 元彦根工業専門学校の機械・紡織科又は工業化学科・染色科の同窓

生及び教職員 
（5） (1）～（4）項に関係する教職員で本会に「入会届」を提出した人 

賛助会員 第 5 条 会員以外の個人又は法人で、本会の事業の推進に協力・連携出来

るものは賛助会員として入会することが出来る 
入会届の書式は、（案）の関係学校の県立大学大学院工学研究科は対象教員が存在しないとの 
ことなので、これを抹消し正式書式とする。（P-5 参照 10/22 入会届 藤浪から安田教授にメー 
ル済み） 
① 安田教授からの指摘で、他の大学の学部から滋賀県立大学大学院に入学してきた学生は同窓 
  会費を支払ってないので同窓会会員となっていないとのこと。この扱いをどうするかという 
  課題があるが、湖風会本部の判断に委ねる。（実績はないが門戸は開いているので可能性は 
  ある） 

    ② 県大工学部の対象教員は 52 名程度である。 
    ③ 職員はほとんどが県の職員で、大学が採用した職員は数人程度。しかも、総務に所属して工 

学部担当として、配属され職務を行なっている。 
    ④ 非常勤講師の方もおられるが、それらの方がもし入会を希望されれば、受け入れる。 
    ⑤ 県大工学部の教員の方には、安田教授からお知らせ頂く。 
    ⑥ 彦機会当時からお世話になった内藤名誉教授、田中名誉教授に対しても安田教授から連絡し 

て頂く事とするが、機会を見て「工学部学友会」からも連絡する。 
    ⑦ 会則 四改を HP に掲載（山添理事担当）するとともに、今後原本を事務局で管理すること 

とする。 

４、 「工学部学友会」の事業内容について 
   ① 会員と湖風会及び県大工学部との連携について・・・松下・若林理事 
   ａ） 湖風会関連報告 
    1）9 月 8 日 ；H24 年度第 3 回役員会開催 
    ｲ､ 湖風会学生表彰制度の創設について 

総合的に優れた学修成果をあげ、人物的にすぐれた者で、大学から推薦のあった者を 
学部卒業時に湖風会として表彰する。各学科１名、１万円の副賞。 

      ﾛ､ 役員会などへの旅費の補助について 
        総務委員会にて各支部の実態を調査中、結論は未。（学友会も事務局から報告済み） 
      ﾊ､ 同窓会館建設に関わる寄付金募集について 

H25 年 3 月末までに 5,000 万円を目標に募金中、10/19 現在の実績 400 万円（533 名） 
湖風会 HP（http://kofuukai-usp.jp/aboutus/namecard）に寄附を頂いた方々のご芳名 

が掲載されている。 

広く会員に協力を呼びかけていく熱意と努力を湖風会事務局に期待するとともに、 
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学友会としても、会館の建設に疑義をもった経緯はあるものの決定したことについて 

は、協力していくべきであるので、学友会会員に協力を要請していく。 

      ﾆ､ S31 年機械科卒同窓生（田頭顧問のクラス）の県大訪問について 

        10/11 に S31 年機械科卒のクラス会で、県大を訪問された（参加者 9 名）。 

        学友会から国領副会長、若林理事が出迎えられた。 

        9:00 過ぎに大学へ到着され、直ぐに学生の世話で記念写真撮影、続いて入口に「滋 

        賀県立短期大学 S31 年卒業 学友会会員御見学会」の掲示のある部屋で、工学部を 

        代表して山根評議委員（工学部選出）の歓迎ご挨拶あった。安田教授より、見学会資 

料で大学並びに工学部の説明を受けてから大学構内見学に入り実習工場→地域産学 

連携センター→機械システム工学科→設計演習室→同窓会館建築現場の視察を行な 

った。この状況は近々HP に掲載し紹介の予定である。 

大学側は学生諸君も含め、素晴らしい木目の細かい対応をして頂き皆さん感謝されて 

いた。残念なのは、湖風会事務局が当日休日であったこともあって、対応出来なかっ 

たことである。 

     ② 同好会活動について・・・各世話役 
     ａ）テニスの集い・・・林世話役 
      10 月 27 日（土）～28 日（日）に開催する予定。 
      27 日 13：00 に県大テニスコートに集合、16：30 位までテニスを行い、彦根キャッスルホ 

テルで懇親会、宿泊し、28 日は午前中周辺散策の予定。 
参加予定者は 46 名（内県大学生 22 名）、宿泊は 10 名。杉本理事夫妻が参加予定とのこと。 
尚、10：00 から役員が集まり、今後の運営方法について打合せを行なう。 

     ｂ）フォト同好会・・・山添世話役 
      予定の 9/30 は台風の接近のため、10/14 変更し第 5 回「フォト同好会」を開催した。 

参加者 3 名。HP に掲載済み（http://h-genkikai.com/doukoukai/syasin/index_syasin.htm） 

      富士フィルム大阪ビル 1F の富士フォトサロンにて写真展を鑑賞後、帆船型観光船サンタマ 
リアに乗船し、風景・夕景写真の撮影を狙っていたが、残念なことに曇り空のため、写真 
としては今ひとつであった。がんこ寿司天保山店で食事・懇親し散会した。 

     ｃ）ゴルフ同好会・・・立入世話役 
      12 月 1 日（土）オレンジシガ CC にて第 13 回コンペ開催予定。4 組でコース予約済み。 
      20 数名に 10 月末締め切りで案内をした。 

ｄ）カラオケ同好会・・・内片世話役 
      12 月の理事会／忘年会後に開催を予定している。12 月の理事会は草津の予定になっている 

ので、青木さん（ザ・草津タワー在住）の協力を得て松下理事が会場を選定する。 
後日詳細を連絡する。会費は 4～5,000 円の予定。 

③ 名簿管理について・・・国領副会長 
     ａ）化学科卒の学科・学年幹事の補充について 

9/26 開催の名簿管理 G の打合せの決定事項に基づいて、欠員になっていた化学科卒の学

年幹事の候補者を若林理事にリストアップして頂いた。 
理事会でその名簿を審議し、ご本人の了解は取れていないが、就任をお願いすることに

した。（P-6 に名簿記載） 
今後、名簿管理 G にて、アンケート調査の詳細を詰め、具体的に実施する。 
新たにお願いした方で、都合のつかない方については、他のクラス員の推薦をお願いす

ることも含めて充実させていきたい。 
     ｂ）県大工学部の H18 年機械システム工学科卒の学科・学年幹事を引き受けていただいた前
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川 裕美さんに、設立総会の冊子・他の資料を国領副会長から送付した。 

     ④ 「工学部学友会」ＨＰについて・・・（山添リーダー午後退席） 
前回の理事会（8/25）以降の掲載記事は、以下の通り。 
・ 8/30 第 5 回理事会議事録。 
・ 9/15 H24M クラス会。 
・10/02 森精機器㈱須崎工場訪問記。 
・10/20 第 5 回フォト同好会。 

    ⑤ 県大工学部の活動支援について・・・立入会長 
     ａ）会社訪問について 

 森精機器㈱の会社訪問について 
 9 月 14 日（金）～15 日（土） 1 泊 2 日で行なった、森精機器㈱須崎工場（高知県）へ 
の会社訪問の総括報告があった。 参加者 12 名、9/14 夜の懇親会には森脇社長も出席頂

いた。 
 詳細は HP 掲載の記事参照下さい、（http://h-genkikai.com/k_kaisyasyokai/120914_mori/） 

 尚、お世話頂いた国領副会長から会計報告がなされたが、ルート変更等で追加費用が発 

生し徴収した会費から 10,210 円超過した。この超過分は学友会会計から補填すること 

で、理事会の承認を得た。 

     ｂ）県大工学部支援会への加入依頼活動について 

       林副会長の紹介で株式会社 槌屋（本社 名古屋市）の支援会入会が決まった。（9/12） 

       これで学友会紹介の加入企業は山科精器㈱に次いで 2 社目となる。 

       兵神装備㈱は保留中で結論未。 

     ｃ）10/24 立入会長が、長浜で開催される環境展見学の帰り、京都府商工労働観光部の傘下 

の、京都産業 21 の大学と企業の連携推進部の方を同行し、県大を京都府下の企業にア 

ッピールする場を広げてもらいたいという狙いをもって大学に安田教授を訪ねる予定で 

ある 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      次回、第７回理事会開催予定  

           日 時；平成 24 年１２月１６日（日）１４：00～ 

           場 所；ザ・草津タワー 集会室 
           議 題；別途案内 
           尚、当日理事会終了後、忘年懇親会並びにカラオケ大会を開催予定。 
                                           以上 
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湖風会「工学部学友会」入会届 

 

湖風会「工学部学友会」 

 会長 立入 勘一 殿 

 

 私は、湖風会「工学部学友会」に入会いたしたく、以下の届出をいたします。 

                            平成  年  月  日 

 

氏  名 

 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

 

関係学校 

・彦根工専（官立/県立） 

・県立短大工業部（機械科/化学科） 

・県立大学工学部（材料/機械/電子） 
いずれかに○を 

付けてください 

・教員     ・職員 

・現職     ・退職 

自

宅 

・ 

連

絡

先 

郵便番号 〒 

住  所  

電話番号  

携帯電話  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ         ＠ 

 
注記； 

１、本届書は、工学部学友会 会則第２章に基づく教職員が本会に入会を希望する場合に提出する書式

である。 

２、会則第２章 (１)から(４)項の卒業生の教職員の方は、同窓生会員として登録されるので、本書によ

る届出は必要ありません。 

３、本届書に記載の情報は、工学部学友会会員名簿に登録いたしますのでご了承下さい。 

 

 

事務局記入欄 
受 理； 平成  年  月  日 

登 録； 平成  年  月  日 
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「工学部学友会」役員 連絡網              2012/1/7（事務局） 

                                    2012/1/ 8 A 訂正 

                                            2012/2/16 B 訂正 

                                            2012/10/21 C 訂正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆ 理事会開催通知他連絡を要するときは、下記の通り連絡する。E-mail を基本にするが、その環境

の無い方には下記のルートにより電話等で連絡する。返答を要する場合は、逆ルートで戻す。 

 

     各役員 

     事務局 

 

 

A ｸﾞﾙｰﾌﾟ（Ｅ-mail） 

 立入 勘一  国領 朝輝 

 安田寿彦    内片 武治 

杉本 辰巳    山添 栄造  

 松下 欣市  長谷 正勝 

 若林 利治  藤浪 市郎 

 平野 康生  吉田  隆 

 奥村 政信   (広岡 秀樹) 

 谷川  忠  小谷口昌久 

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ（携帯ﾒｰﾙ） 

 藤田 正紀    

C ｸﾞﾙｰﾌﾟ（ﾒｰﾙ無） 

 林    正信   西田  元春 

西澤  昭平  田頭誠治郎 

  

Ａ＋B ｸﾞﾙｰﾌ 

（Ｅ-mail にて） 

平野 康生 

国領 朝輝 

西田 元春  

林  正信 

藤浪 市郎 
西澤 昭平 

(田頭誠治郎) 

電話・FAX・他の手段 

〔

〕 
☆ 理事会議事録、同好会活動報告等が HP にアップされたとき、それを閲覧できない方々に、 

プリントアウトし郵送・FAX などで下記ルートの通り送付する。 

尚、送付のタイミングは議事録がアップされた時に、それまでにアップされた記事を纏めて送付 

することとする。（原則２ｶ月に１回） 

（送付するのは、HP よりピックアップしたものでお願いします。HP にアップされたものが正式

にオーソライズされたものと見なします。） 

    国領 朝輝 → 林  正信 

平野 康生 → 西田 元春 

藤浪 市郎 → 西澤 昭平、田頭誠治郎、藤田 正紀 

 

☆ 滋賀県立大学工学部と「工学部学友会」の連絡窓口は、特別理事として工学部学友会役員に就任 

  していただいた安田 寿彦教授にお願いする。 


